
 

日本プロセス化学会2014年度 通常総会議事録 

 

日時：2014年 8月1日（金）11：55～12：20 

場所：タワーホール船堀大ホール 

 

１． 議事 

第１号議案 役員退任・交代・新任が承認された 

第２号議案 日本プロセス化学会 2013年度 決算案  

監事監査結果 報告 承認された 

第３号議案 日本プロセス化学会 2014年度 予算案  承認された 

第４号議案 事業計画の件 承認された 

（1）2014サマーシンポジウム(タワーホール船堀)  2014年7月31,8月1日(木金) 

（2）2014ウィンターシンポジウム（富山国際会議場）2014年12月5日（金） 

（3）第9回プロセス化学ラウンジ（和光純薬湯河原研修所） 2014年12月12,13日(金土) 

（4）編集・出版状況 

第５号議案 地区フォーラム活動について 承認された 

第６号議案 その他 承認された 

 

２． 報告事項 

a) 2013年度事業報告 

（1）2013サマーシンポジウム（つくば国際会議場）662参加者 2013年7月18,19日(木金) 

（2）2013ウィンターシンポジウム（寺田特定と合同、仙台市民会館）483参加者 2013年11月

28,29日(木金) 

（3）第8回プロセス化学ラウンジ（和光純薬湯河原研修所）2013年12月5,6日(木金) 

（4）日印プロセス化学コンファレンス 34名JSPC参加者 

    （ICCとの合同会：Hotel Ramada on Juhu Beach in Mumbai） 

   2014年1月29-31日（水-金） 

（5）日本薬学会第134年会「知識集約型モノづくり：理解に基づくプロセス化学」（熊本） 

2013年3月29日（土） 

（6）単行本「実践プロセス化学」(化学同人) 2013年8月刊行 

（7）その他 出前講義 

b) 会員入会状況 

c) シンポジウム参加者数 

d) 2015 3rd International Symposium on Process Chemistry (3rdISPC 2015)  

  京都国際会議場 July 13 (Mon)-15 (Wed) 2015 

e) PACIFICHEM 2015 - Honolulu, Hawaii, December 15-20, 2015  

  New Horizon of Process Chemistry by Scalable Reactions and Technologies 

f) その他 
 

文責 富岡清 



 

第１号議案 

理事退任 

理事交代 

 山田 修氏←小原 義夫氏 (日産化学工業株式会社)  

理事新任  

 稲葉隆之氏（日本たばこ産業株式会社 医薬総合研究所 生産技術研究所 所長） 

 

第２号議案 

 

第３号議案 

 

 

報告事項 

a)（7）出前講義：医薬品のプロセス化学第２版 

2014 3件 120冊（本日現在） 

2013 6件 315冊 

2012 7件 375冊 

2011 4件 180冊 

2010 6件 250冊 

2009 4件 213冊 

2008 7件 562冊 

2007 3件 90冊 

2006 14件 620冊 

2005 3件 300冊 

 計   3025冊  

 

b) 会員入会状況    賛助会員108社 正会員333名 学生会員40名 

 


